
共通教育学群
アメリカ文学・アメリカ詩
英語教育・洋楽歌詞

吉田 要
アメリカの文学作品（詩）を通して、詩と社会との接合点を
探る試みをしています。キーワードは「農」です。

略歴 所属学会など
首都大学東京（現・東京都立大学）助
教を経て日本工業大学に着任。日工大
では基礎英語、リーディングスキル、
英会話、上級英語、プレゼンテーショ
ンなどの科目を担当。

International Emily Dickinson Society
日本エミリィ・ディキンスン学会
日本アメリカ文学会
日本英文学会

研究紹介 エミリィ・ディキンスンに関する研究

アメリカ合衆国の詩人エミリィ・ディキンスンを研究しています。彼女
は詩を書き進めるうちに自家にこもるようになり、「隠遁詩人」と呼び
うる状態になりましたが、実は社会とのつながりを保ち続けながら作品
を書いていた痕跡がいろいろと残されています。個人的な行為とみなさ
れがちな詩作、それも「隠遁詩人」が書いていた作品がいかに社会と結
びついているのかを、現在は「農」をキーワードにして解き明かす研究
を続けています。

エミリィ・ディキンスンに関する論考が収録され
た複数の共著書（左の写真はその一例）のほかに、
大学生向けの教科書も共同執筆しています。
・『深まりゆくアメリカ文学――源流と展開――』
(ミネルヴァ書房、2021)

・『Step by Step～英語ワークブック～』(学術
図書出版、2023)

・『ソングス＆カルチャー ――ポップソングで
学ぶ初級英語――』(朝日出版、2017)

・ 最近の研究論文
・「“It’s pleasant to be liked by such folks”

――エミリィ・ディキンスンと馬屋番」Emily 
Dickinson Review 11 (日本エミリィ・ディキン
スン学会、2024）

・「ディキンスンとクルーソーの「旅」――ホラン
ド夫人への書簡を読む」『アメリカ文学』84 (日
本アメリカ文学会東京支部、2023）

主な研究（科研費)
・「詩が生まれる場所――19世紀女性詩人たち
の農業詩学」基盤研究 (C)、研究代表者、
2022～2024年度

・「農業環境から見るエミリィ・ディキンスン
――マサチューセッツ農科大学誘致を中心に」
若手研究 (B)、研究代表者、2014～2016年度
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よしだ かなめ
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私たちヒトは、学校での
勉強のような、意図してい
ないことでも、無意識のう
ちに学習しています。習慣
や癖なども、過去に学習し
たものかもしれません。
強化学習とその計算モデ
ルいう枠組みから、ヒトの
学習過程を研究しています。
このような新たな学習は、
これまでの経験、つまり記
憶した情報やスキルに支え
られています。
このような、学習から記

憶へ、記憶を学習へ、定着
と参照のサイクルの仕組み
を解明しようとしています。

学習から記憶へ
記憶して学習へ

共通教育学群
学習・記憶・メタ認知・
意思決定・計算モデル

山口 剛
ヒトが新たな情報やスキルを学習し、記憶として定着さ
せる過程に関心があります。モデル化するための基礎的
な研究だけでなく、教育実践への応用も試みています。
略歴 所属学会など
大学院生の時には、中学生や高校生、大学生の
勉強の仕方や、その勉強方法を選ぶ過程につい
て研究していた。その後、日本工業大学共通教
育学群（教職担当）の講師に着任した。着任後
は、ヒトの学習や記憶について、実験や計算論
モデリングを通した、より基礎的・理論的な研
究に従事している。

日本心理学会、日本教育心
理学会、日本認知科学会、
Psychonomic Society 、
Association for 
Psychological Science、
ほか

研究紹介 ヒトの学習と記憶に関する研究

最近の研究業績など
論文（査読付き）
・Yamaguchi, T. (2023). PloS One, 18(11),
e0293875.
・Yamaguchi, T. (2022). PloS One, 17(9),
e0274548.
競争的資金（研究代表者）
・科研費（若手研究）24K16813
・科研費（若手研究）21K13695

研究テーマ
・ヒトの学習と記憶におけるメタ認知の役割
→ 上述
・ヒトの学習と記憶における睡眠の役割
→ 学習した情報の定着や書き換えは睡眠に

よるので、睡眠も観測データに含めています
・使用する学習方略の選択とその理由
→ なぜその勉強方法を使うのか、その過程

のモデル化を試みています

やまぐち つよし

准教授

メタ水準の
認知活動

認知活動
学習 or 記憶

モニタリングコントロール

学
習

記
憶

定着 学
習

参照

学習と記憶を管理する

ヒトは自分で自分のこと
を客観的に管理する機能が
あります。これをメタ認知
といいます。
新たな情報を学習すると

き、あるいは自分の記憶を
思い出すとき、それが正し
いかどうかモニタリングし
ます。さらに、モニタリン
グを受けて、学習や記憶を
コントロールします。
学習と記憶のサイクルに

対して、いかに正確にでき
るか、どれだけ効率化でき
るか、その管理をメタ認知
が行っています。この役割
について計算モデルから明
らかにします。


